
科目シラバス様式例 

 

○領域名：           科目名：       

 

１．到達目標（行動目標） 

到達目標（行動目標） 別冊「ガイドライン」該

当番号記入欄 

  

 

２．修了時の評価ポイント（評価内容・基準と方法） 

 

 

 

３．具体的な展開計画 

①具体的な展開計画 

 

②使用する教材 

 

③事前課題のねらい・内容・方法、評価方法 



 

・講義・演習の展開 

時間 テーマ（展開）・

大項目 

講義・解説のポイント・（中小項目）、演習等の展開内容 使用教材、指導上の留意点、備考等 ガイドライン 

該当番号 

     

 

 

 

・ 事後課題、レポート等のねらい・内容・方法、評価方法 

 



(別添様式：；記載留意事項) 

科目シラバス様式例 

 

○領域名：                科目名：               

 

１．到達目標（行動目標） 

到達目標（行動目標） 別冊「ガイドライン」該

当番号記入欄 

 

 

 

 

 

 

 

２．修了時の評価ポイント（評価内容・基準と方法） 

 

 

 

 

 

３．具体的な展開計画 

①具体的な展開計画 

 

②使用する教材 

 

③事前課題のねらい・内容・方法、評価方法 

本様式例を参考に記入してください(受講者に提示することも意図

して、要領を作成した者でも可) 
講義・演習の展開の各項目について、別冊「ガ

イドライン」Ⅲ-３「領域達成目標、評価、展

開」における該当番号をご記入ください 

受講者の学習効果について、ガイドラインのどの評価ポイントに対応し、それをどのような評価方法で評価するか。ガイドラインの評価ポ

イントをさらにブレークダウンしたり、付け加えたりしてもよい（２～３項目程度）。具体的な設問として提示してもよい。 

ガイドラインの行動目標を踏まえ、さらにブレークダウンしたり、付け加えたりしてもよい（２～３項目程度） 

例）豊かな人間観と、利用者への全人的、共感的、多面的な理解に立ち、利用者の尊厳が保持された状態の実現に向けた実践の改善にチ

ームで取り組むことができる。 

 

※一日ないしは１科目ごとに作成する。時限の区切りにそって具体的な展開案を記載する。 

様式は例示であり、既存のフォームによって必要事項が記

載されていれば様式は問わない（ただしＡ４であること） 

当該科目の具体的な展開計画（概要）を記入してください。 



４．講義・演習の展開 

 

時間 テーマ（展開）・

大項目 

講義・解説のポイント・（中小項目）、演習等の展開内容 使用教材、指導上の留意点、備考等 別冊「ガイドライン」

該当番号記入欄 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．事後課題、レポート等のねらい・内容・方法、評価方法 

講義・演習の展開の各項目について、別冊「ガ

イドライン」Ⅲ-３「領域達成目標、評価、展

開」における該当番号をご記入ください 

下記の記載様式は一例であり、研修の特性にあわせて適宜工夫

されてよい 

大まかなタイ

ムスケジュー

ルを書く 

講義・演習のテー

マ・流れを書く 

例） 

介護におけるコミ

ュニケーションの

理解 

①講義・解説のポイントとして受講生に理解させるべき

こと、②演習の場合はどのような演習を行うかを書く 

 

例）介護におけるコミュニケーションのポイントとして

○○、○○、○○があることを説明する or理解させる。 
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